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、銅山川一三島水道燧道概査報告

　　　　　　　緒　 冒

銅山川一三島燧道は銅山川堰堤によつて分水された水

を三島町附近の水田1，264町歩に供給する水路として開

難されたものであつたが，その後同時にこの分水を以つ

て三島側において8，100K：．Wの発電を行うこどになつ

たQ從つてこの燧道は圧力燧道として，その強圧にたえ

、る工事の対象となり燧道附近の地質調査は有力な資料と

なつたo

，波川系の結晶片岩の走向にゃや直角に銅山川脇谷附近か

ら三島側広尾東の谷に向け2．6kmの延長を有するもの

で，この調査によつて大小Q断暦，裂罐および異つた岩

右の存在を知つたゐである。すなわち燧道内一帯は三波

川変成岩類云構成され，その走向N70d・》80。E，傾斜

：N35。～40◎の軍斜構造をしている。岩石は主として石

墨片岩で婦が緑糊岩・蕨片岩・繧母片岩の互暦

をしている02ヵ所に蛇紋岩の噴1出がみら燕るo・

　　　　　　　　　　　　・断暦は走向東
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　　　　　　1・地・質
昨年この燧道内の地質調査を行つたが，この燧道は三

圓

西，北落のものが

多く，あるいはこ

れとはある角度を

なすものもあるo

燧道内で瞬その規

模は不明である

が，掘難当時湧水

甚だLきもの，附

近の岩石が軟弱崩

落甚だしきもの等

があつて，現在支．

保柱またはコyク

リート捲を以て崩

壌を防いでいるも

のがあるo域上は

燧道内の地質であ・

るが，坑外におけ

るこの地域の地質：

も同様に石墨片岩・

・絹雲母片岩・石英

片岩・緑泥片岩が

軍斜構造をなし，

かっ不規則に蛇

紋岩が胚胎してい

、るo坑外の断暦1ま

三島側において結

晶片岩と洪積層と

の接する附近を略々東西に走る中央構造線がある。三島

一銅山川問においてもこれにやや李行なものがあり，地

70一（456）



銅山川一三島水道燧道概査報告

A

単灼方位N－ZOE

　38　　　　　34　　34＝篭　　65一

　　卑杓方位N一！O－W

B犀…難o

“

75

　　　　　M　　　lOO

箋塞一
　　　　　　　　　1goM

60

。L＿＿一よ」。。？

暫ooM 200M

鰯蛇紋岩
，ノレ断層

　ノレー走向傾斜

を0一40

｝
30

ヨ

50
』

L

一
3〃

一 幅
36 5 42 　＿30一

　　　　　　　　　　一心　　一 ｝」　　45 妬
20

oご乙 45
F

『80 一
　il

35
一6δ＝≡≡三貯
　　　　　　　　　　　　　　　40
　　　　　　　　6

一
5
0

⇒

o切一冥5

　　　400

δ0ヨ　
』
一
〇

＿」

500

35　　3口

300い

40

600M
【

40

i“一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35＿＿＿＿．＿　45

　　　70

　　700
　　　｝

35　　　　　　　　　35L一」1　　　0」　　　　　　　　　　　　　　　　30

80等ll

800
レ

」5

25一『

451

　30

gooM

J
　　45　　　　　　　35繭　　　　　　　一

　　　　　　　　1000

　　501　凹1‘1コ翻
　　，F＝　35二l　rr‘㍉　Fr内　35＿一，ド冨　50

　　　　　　　　1300
　　　　　　　　　1
－t≡コ聖’、一5020

50冨匹 　30ミ』

　　　50

”00
　『

　35…三〇　〇〇　〇　〇

80一

1400

1

　　　　　3晴25甘35

　　　　　　　　　1～ooM

　語’　緊搬■竺…遺讐ゑ

解『尽場魔繭庸肴〒【＾35

　　　　　　　　　　　団　　　　　　　　　　i500
　　　　　　　　　　『

畢諺藝4＿3＿コー3に

　　　　　　　　甲

　　　　　9η

　　　一50－30＿　　5…きヲ0
70

　　　7606

30

1700

25一一r＝＝＝7イo

　　　　　1

55｝ 20 ～　　4　』｝ 0l
I

20 ノ流

b
『

＝　　＝二

f

40 0
　　35

『 60 35’一，1
1甲

80 ～ 9

｛45＝二．50　　　　　25

3隻〆・

　　」900　　　　　　　　　　　　2000
　　　1　ノ．　　F　　　　1
……雪一一量。o。　　　　　。。。

50ヨ20…？。9。　一．3535…りゆ

　　2200　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2300

　　　1　　　　　　　　　1

　　　　　響　＝50ミ14044

　　ε500　　　　　　　　　2586M
　　　l　　　　g　　　　l

　＝…≡…≡ミ5ρ二＝55一

第2画　銅山川・三島水道燧道李面地質圖
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畳地形をなしているo

・2．圧力燧道および発電工事

　断暦，裂罐は特に坑道の西入口附近に多く，崩落個所

．も多いので，圧力燧道にするためこの附近の燧道の一部

を切替えて三島側においてはその東側に，銅山川側にお

いては西側に窃め切替燧道を掘墾するごとにした。

　燧道を出た分水は鉄管を以つて誘導し，享島上相附近

において発電しようとする計画である。

　圧力燧道とすることおよび三島働において発電するた

めの誘導管設置問題に対しては，断層，裂鐸，岩石等の

問題を考慮しなければなp》ない。すなわち前者！こ対して

は断層，裂罐に対する工事の対策を立てるべきであり，

後者に対しては誘導管が古生暦である結晶片岩と洪積暦

とを中央構造線を境として横切ることになるからこれに

対する土木工事，または水力工事の対策を立てるぺきで

あるQ調査者は今回計画されているペンストックの東方

谷川の東側において断層崖と考ネられる。走向N700E・

傾斜N600の断暦面を実査した。

　計画されているペンストックはこの断層崖の延長先を

通過する◎すなわちペソストッ〃はこの断層崖を横切つ

て掛けられる俸ら，一方は結晶片岩に，他方は洪積層の『

上に乗る儲になる・この断暦線は規漠の大きV・もので

あるから軍に一線ではなく，この附近にはこれに俘う小

断暦，小縮曲等の存在が考えられるQそして断暦線を離

れた洪積層は結晶片岩の円礫または角礫から成り，その

厚さは現地附近では測定することができない。從つて地’

質時代の著しく異つた両地層の上に同じ加重のか』る構

造物を設置する場合には，工事上の適当な対策が考慮さ

れるべきであろう0

　　　　　　　3．結　語
　1．燧道丙の地質については図示したように複雑であ

るが，大体において軍斜構造を示しているo断暦は見掛

けは正断層が多いようであるが，断層面に滑うて湧水，

崩壌個所がみられる0

　2．三島側を通過する中央構造線は見掛上一線である

が，恐らくこれに俘う李行断暦その他，これに交錯する

幾多の裂罐，縮曲を件つていると考えられる。

　3．構邉線を境として両者の間には地質時代の極菊て

異る古生層と洪積暦があり，これにまたがつて同じ加重

のかXる構造物を建設する場合には，地暦の含有水また

は地盤変化等を考慮すべきものではなかろうか。’

　　　　　　　　　　　　　（稻井信雄）

553．32：550．8（521．22）：622．f9

茨城縣依上マンガン鉱床調査報告

　　　シ昭和26年9月に茨城縣の依頼により依上マンガ燃

床の調査を行つた。鉱区は茨城縣久慈郡大子町および依

上村地内にあ1り，水郡線常陸大子駅北西方約4kmに位

する。この地域は海抜500m前後の山岳が蓮互し，地形

はあまり急峻ではない◎鉱区丙は古生層が広く発達するo

すなわち北西部は黒色千枚岩質粘板岩を主とし部分的に

珪質粘板岩が見られる。北東部は砂岩を主とし・中央部お

よび南部の稜線はチャートより成る。『一→般に露出は著し

く不良で走両傾斜も一定しないo鉱区北端に近く從来稼

行された鉱床がある。これはチャートと黒色千枚岩質粘

板岩との境界に近くチャート中に地暦に略々整合に胚胎L

するレンズ状のマソガン鉱床で，一般走向N800E，傾

斜略々垂直亀走向延長15m，傾斜延長10m，厚さ最大

2m，李均1m程度の規模を有する鉱体で，現在ほとん

ど操掘済である。操掘跡から判断して西方上部から東方

下部にかけて富鉱部が走つていたものの如くである。鉱

床の下部は1本の走向断層によづて切られているQこ

，の鉱床は昭和18年から同26，年6月まで断続的に稼行さ

れ，総計約700t程出鉱した◎稼行当時の李均品位は

Mn35％1前後であつたと考えられるoなおこのほか，鉱

区南部の稜線附近のチャート暦中に一ヵ所，二：酸化マン

ガン鉱Q露頭があり，走向N650耳傾斜N65。，延長約

5m，厚さ最大1．5mを示す。結論的に言つて，かつて

稼行した鉱床は現在の軍位鉱床については最早探鉱余

鱗に乏しいが，水李方向に鑓先を追跡して新たな雁行す

る鉱体を発見する可能性がある。南部の露頭はまゼ稼行

償値を判定し難い◎鉱区は現在大子町在住荒井源太郎の

所有であるQ（昭和26年9月1調査）（梅本悟・三堀照夫）

72一（458）




